
特定非営利活動法人 

国際農民参加型技術ネットワーク（イフパット） 

2019 年度年次総会 
 

2019 年 5 月 19 日（日）14:00～16:00 

於：JICA 筑波センター 管理棟３階 第１講義室 

 

議事次第 

１． 会員活動報告会：14:00～14:30 

講師：永井和夫 理事 

「コスタリカ国 生活改善アプローチによる農村開発モデル事業の終了報告」 

２．年次総会 

（１）開会挨拶 

（２）議長・書記・議事録署名人選出 

（３）議事 

I. 2018 年度事業報告    

II. 2018 年度決算 

III. 2019 年度事業計画 

IV. 2019 年度予算案 

V. その他 

1. 理事改選についての提案 

2. 新会員の紹介 

（４）議長解任 

３． 年次総会閉会の挨拶
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I. 2018 年度事業報告 

１．年間事業内容一覧 

（１）総会開催 

ア. 年次総会 2018 年 5 月 13 日（日）14:00～17:00 於：JICA 筑波国際センター会議室、

17 名出席 (会員数 42 名) 

（２）理事会開催 

ア、 2018 年度第 1 回理事会 

2018 年 5 月 8 日（火）14:00～17:00、於：イフパット事務所 

a. 出席者：理事：櫻井、狩野、西村、永井、和田、監事：辻本 

  欠席者：会長：伊藤 

b. 審議内容及び結果： 

2018 年度総会にて報告済み 

 

イ、 2018 年度第 2 回理事会 

2018 年 6 月 11 日（月）14:00～16:00、於：イフパット事務所 

a. 出席者：理事：櫻井、狩野、西村、永井、監事：辻本 

  欠席者：会長：伊藤、理事：和田、 

b.審議内容及び結果：（会員へのメールで報告済み） 

① 櫻井文海理事を全会一致で新しい会長に選任した。 

② 伊藤会長については、理事再任であと 2 年間就任いただく。 

③ 社会保険料見合い徴収額の変更については、内規を定め徴収額を増額する。 

④ 業務監事役を設ける内規を定め、業務監事役として大塚寛治会員を選任する。 

⑤ 70歳以上の職員に係る海外旅行保険の死亡時補償金額を現行の 5千万円から 1千万

円に減額する。 

 

ウ、 2019 年度第 1 回理事会 

2019 年 4 月 22 日（火）14:00～17:00、於：イフパット事務所 

a. 出席者：理事：櫻井、狩野、西村、永井、和田、監事：辻本 業務監事役：大塚 

  欠席者：理事：伊藤 

b. 審議内容及び結果： 

① 2018 年度決算を終了し、監事監査を問題なく 4 月 17 日に終えた。 
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② 2018 年度計画と実績の対比（資料 1）：概ね当初計画通りの実施となったが、研修

コースの契約金額の減少が約 1,500 千円、精算返納額 3,507 千円、草の根コスタリ

カ執行時期の変更による減額 3,444 千円、等が発生し経常収益が 8,145 千円減（①

－②＝③）となった。一方、経常費用額は 4,532 千円（④－⑤＝⑥）の減にとどま

ったため、3,612 千円（③－⑥＝⑦）の経費増となり、当期正味財産増減額は-6,283

千円（⑧－⑦＝⑨）の大幅な赤字となった。赤字の主な要因は、収益の大幅な落ち

込みに対して、管理費（社会保険料負担、管理人件費等）が十分に減らないことに

よる。 

〇決算の数字が、理解できないので、もう少しわかりやすい説明をしてほしい。 

③ 社会保険負担額の検討：2018 年度は、社会保険料負担額は 5,333 千円となり、昨

年度負担額（6,822 千円）からは大きく改善している。社会保険料負担の財源とな

る保険料見合いは、人件費収入の大幅な減少により 2018 年度は 928 千円（2017 年

度は 2,040 千円）と保険料負担額を大幅に不足しているが、2018 年度から講師謝金

や講習料については、10％から 15％に増額し、管理費見合いとして保険料負担に充

当することとし、2,298 千円（2017 年度は 1,654 千円）を徴収した。これにより、

社会保険料負担の財源として、3,226 千円を確保し改善はみられるものの、2018 年

度も依然不足する状態となった。しかし、2019 年度は事業主負担額がさらに減額し、

2,900 千円程度となるため、現行の方法でも他の管理費の削減等により財務状況は

改善できると考えている。 

④ 管理人件費の削減：受託事業の収益減が避けられない状況では、固定管理費の削

減は必須であり、事務局長給与を従来の 10 万円/月（週 2 日勤務）に戻し、年間

120 万円の経費削減をする。 

⑤ 自主事業積立金：2017年度末までに 7,578千円積み上がっていた。2018年度は、

ベトナム草の根技術協力案件形成準備調査（1,044 千円）、エルサルバドル生活改

善プロジェクト案件形成調査(849 千円)を実施し合計 1,893 千円を支出した。 

今年度は、草の根ベトナム案件形成調査（繰越分）500 千円を計画しているが他に

計画はない。 

〇会員が自主的に実施できる案件発掘や現地調査を補助する予算を 300 千円程度

計上する必要があるのではないか？ 

⑥ 2019 年度事業計画案：（2019 年度計画参照） 

経常収益を 69,353 千円（2018 年度は 62,702 千円）に計画している。これに対し、

社会保険料事業者負担額の改善や管理人件費の削減により、経常費用は、67,695
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千円程度を予定しており、当期正味財産増減額は 1,658 千円程度となると想定さ

れる。 

研修コースの受託：昨年度は 5 コースを受託したが、本年度は、3 コースの受託が

確定している。しかし、新規案件となる生活改善や農業機械研修など 3 研修コー

スがプロポーザルによる競争となるため、受託は確定していない。 ２）専門家

派遣：昨年度からの繰り越しの専門家派遣事業として、「アフリカ地域・農業機械

活用に係る情報収集・確認調査」が今年度に計上され、収益へ貢献すると思われ

る。 ３）草の根コスタリカ事業の継続。 4）ベトナム県委託事業が今年度のみ

の事業として契約が予定されている。 

自主事業：①草の根ベトナム案件形成調査（繰り越し分）、②ADCA 若手コンサル

タンツ育成研修(1 回：病虫害防除)、③イフパットサロン④イフパットだより（年

3 回発行）。 

〇今年度のイフパットとしての事業実施方針をもう少し示す必要がある。 

〇生活改善チームは、生活改善活動の経験やノウハウを出版やコンサル活動に生

かすことを考えている。農業機械関連では、民間連携・中小企業支援型協力への

参加を計画している。 

⑦ その他 

〇理事の選出は、立候補により会員の選挙で選ぶべきとの意見があり、総会で諮る

こととなった。 

（３）自主事業 

ア、「ベトナム草の根案件形成調査」 

① 2018,4/19～4/25 西村、櫻井 

② 2018,9/6～9/21 西村、櫻井 

③ 2018,11/25～12/1 櫻井 

イ、「エルサルバドル草の根案件形成調査」 

① 2019,2/5～2/16 永井、和田 

ウ、 「イフパットだより」の発行： 

① 第 20号（2018年 6月 20日発行）草の根技術協力・ベトナム中山間地域における農業活

性化による農村生活向上プロジェクトの終了報告を特集した。 
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② 第 21号（2018年 10月 29日発行）戦後の生活改善・農村振興の事例（長野県飯田市下

栗地域）、農業を通じた栄養改善研修、ADCA農業実践研修の活動状況の報告を特集した。 

 

エ、「イフパットサロンの開催」 

① 櫻井英充会員（11/30）「JICAが実施したサケ移植プロジェクトとチリのサケ養殖発

展」 

 

（４）JICA研修コースの受託 

ア.「2017小規模農家向け農機具の利用促進」コース（後半）契約金額：22,406千円  

業務総括：綿引忠 業務総括補佐：大塚寛治、桜井文海 

研修期間：2018年 4月～2018年 9月 

 

イ.「中南米生活改善アプローチを通じた農村開発」  契約金額：14,378千円 

  業務総括：和田彩矢子 

・（Aコース）、研修期間：2018年 5月～6月、(本邦プログラム、現地プログラム) 

・（Bコース）、研修期間：2018年 10月～11月、(本邦プログラム、現地プログラム) 

 

ウ. マレイシア青年研修「農村振興」：契約金額：3,013千円  

業務総括：西村美彦 研修期間：2018年 10月 

 

エ.「農業を通じた栄養改善」(アフリカ) 

業務総括：小林沙羅 事務管理：積奈津子  

・（Aコース：英語）、研修期間：2018年 5月～6月、契約金額：2,415千円  

・（Bコース：仏語）、研修期間：2018年 6月～7月、契約金額：2,055千円  

 

オ.「2018小規模農家向け農機具の利用促進」コース（前半） 契約金額：4,836千円  

業務総括：綿引忠 業務総括補佐：大塚寛治、桜井文海 

研修期間：2019年 2月～2019年 3月末、 

 

（５）JICA草の根技術協力事業 

ア. コスタリカ国「生活改善アプローチによる農村開発モデル事業」は 2 年次の事業を、

20,407 千円の予算規模で実施。＊技術協力期間全体：2016 年 2 月 22 日～2019 年 5 月

3１日（2 年次協力期間：2018 年 1 月 1 日～2018 年 12 月 31 日）  総括：永井和夫、

現地調整員：宮崎雅之 



 

I-5 

 

２、その他の事業・活動 

（１）ADCA若手コンサルタント育成研修：2回実施 

① 永井和夫 理事（2018.6/1）「有機農業について（環境保全型農業）」 

② 匠原賢一郎 技術顧問（2018.７/5）「病虫害防除」 

３、 総務・人事 

（１） 会員の増減（会員数：47名） 

新入会員：積奈津子（2018年 4月）、長岡浩一（2018年 4月）、 

岩崎薫（2018年 10月）、櫻井英充（2018年 10月） 

佐竹隆顕（2019年 1月） 
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II. 平成 29 年度決算報告 

 

科　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　　額
Ⅰ　経常収益

１．受取会費

正会員受取会費 117,000 117,000 33名

２．受取 寄付金

受取寄付金 0

3．事業収益

(1)国際協力研修受託事業 46,050,142

(2)国際協力専門家派遣事業 0

(3)草の根事業 16,269,120

(4)講師派遣 265,697

(5)自主事業 62,584,959

４．その他収益

受取利息 361

雑収入 361
経常収益計 62,702,320

Ⅱ　経常費用

１．事業費

(1)人件費

給与手当 30,240,848

法定福利費 4,954,447

人件費計 35,195,295

(2)その他の経費

講師謝金 7,075,951

旅費交通費 11,705,221

研修諸経費 1,426,901

業務委託費 0

現地調査費 341,643

海外活動費 2,146,656

国内活動費 1,243,801

設備・機材費 86,527

消耗品費 34,283

備品費 0

通信運搬費 66,338

支払手数料 73,102

保険料 384,680

租税公課 44,000

会議費 97,181

研修料 143,320

雑費 39,172

為替差損 0

その他の経費計 24,908,776

事業費計 60,104,071

２．管理費

(1)人件費（給与）

人件費 2,445,000
法定福利費 379,012
通勤費 228,480
人件費計 3,052,492

(2)その他の経費　

消耗品費 110,785

備品費 32,335

水道光熱費 124,828
通信運搬費 239,911
支払手数料 114,156

賃貸家賃 738,240

保険料 12,700

租税公課 2,050

会議費 1,482

書籍代 0

研修料 2,000

福利厚生費 83,574

雑費 19,428

広報費 53,100

旅費交通費 71,110

消費税 3,960,000

法人税･法人事業税･法人住民税 263,900

その他経費計 5,829,599

管理費計 8,882,091

経常費用計 68,986,162

　　　当期正味財産増減額　　 -6,283,842 

　　　前期繰越正味財産額 19,603,541

　　　次期繰越正味財産額 13,319,699

活　動　計　算　書
2018年4月1日から2019年3月31日まで                                              （単位：円）
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　（資料１）

科　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　　額 金　　　　　　　　　　　　額
Ⅰ　経常収益

１．受取会費

正会員受取会費 126,000 126,000 42名 117,000 117,000 47名

２．受取 寄付金

受取寄付金 0 0

3．事業収益

(1)国際協力研修受託事業 50,708,000 46,050,142

(2)国際協力専門家派遣事業 0 0

(3)草の根事業 19,713,000 16,269,120

(4)講師派遣 300,000 265,697

(5)自主事業 70,721,000 62,584,959

４．その他収益

受取利息 500 361

雑収入 500 361 ①-②＝③
経常収益計 ① 70 ,847 ,500 ② 62 ,702 ,320 8,145,180

Ⅱ　経常費用

１．事業費

(1)人件費

給与手当 31,500,000 30,240,848

法定福利費 5,000,000 4,954,447

人件費計 36,500,000 35,195,295

(2)その他の経費

講師謝金 5,600,000 7,075,951

旅費交通費 12,000,000 11,705,221

研修諸経費 1,650,000 1,426,901

業務委託費 0 0

現地調査費 3,364,000
自主事業ベトナム・エ
ルサルバドル活動経費
（全体）

341,643
自主事業ベトナム・エルサ
ルバドル経費（現地活動費
のみ）

海外活動費 2,700,000 コスタリカ草の根 2,146,656 コスタリカ草の根

国内活動費 1,450,000 コスタリカ草の根 1,243,801 コスタリカ草の根

設備・機材費 100,000 86,527

消耗品費 30,000 34,283

備品費 0 0

通信運搬費 30,000 66,338

支払手数料 70,000 73,102

保険料 300,000 384,680

租税公課 50,000 44,000

会議費 100,000 97,181

研修料 50,000 143,320

雑費 30,000 39,172

為替差損 30,000 0

その他の経費計 27,554,000 24,908,776

事業費計 64,054,000 60,104,071

２．管理費

(1)人件費（給与）

人件費 2,400,000 2,445,000
法定福利費 340,000 379,012
通勤費 230,000 228,480
人件費計 2,970,000 3,052,492

(2)その他の経費　

消耗品費 120,000 110,785

備品費 30,000 32,335

水道光熱費 120,000 124,828
通信運搬費 240,000 239,911
支払手数料 80,000 114,156

賃貸家賃 740,000 738,240

保険料 0 12,700

租税公課 3,000 2,050

会議費 2,000 1,482

書籍代 0

研修料 0 2,000

福利厚生費 100,000 83,574

雑費 20,000 19,428

広報費 60,000 53,100

旅費交通費 20,000 71,110

消費税 4,600,000 3,960,000

法人税 360,000 263,900 ④－⑤＝⑥

その他経費計 6,495,000 5,829,599 4,532,838

管理費計 9,465,000 8,882,091 ③－⑥＝⑦

経常費用計 ④ 73 ,519 ,000 ⑤ 68 ,986 ,162 3,612,342

　　　当期正味財産増減額　　 ⑧ -2 ,671 ,500 ⑨ -6 ,283 ,842 ⑧－⑦＝⑨

　　　前期繰越正味財産額 19,603,541 19,603,541 -6,283,842 

　　　次期繰越正味財産額 16,932,041 13,319,699

2018年度・活　動　計　算　書・実　績　計　画　対　比　表
2018年4月1日から2019年3月31日まで               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　　　　　（単位：円）

2018年度計画 2018年度実績
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科目 金　　　　　額

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金預金 15,529,516
未収金 4,373,460
前払費用 3,633,969
流動資産合計 23,536,945

２．固定資産
(1)有形固定資産

什器備品 0
有形固定資産計 0

固定資産合計 0
資産合計 23,536,945

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金 9,945,419
預り金 271,827
流動負債合計 10,217,246

２．固定負債
固定負債合計 0

負債合計 10,217,246
Ⅲ　正味財産の部

前期繰越正味財産 19,603,541
当期正味財産増減額 -6,283,842

正味財産合計* 13,319,699
負債及び正味財産合計 23,536,945

*自主事業積立金\5,686,309を含む。
自主事業積立金

2011年度 積立 731,961
(平成23年度) 支出 266,846

繰越額 465,115
2012年度 職員積立 532,005
(平成24年度) 役員積立 1,423,219

繰越額 2,420,339
2013年度 職員積立 753,921
(平成25年度) 役員積立 1,112,498

寄付金 678,530
支出 1,138,309
繰越額 3,826,979

2014年度 積立 1,808,738
(平成26年度) 寄付金 1,002,000

支出 2,294,368
繰越額 4,343,349

2015年度 積立 0
(平成27年度) 寄付金 1,491,567

支出 152,592
繰越額 5,682,324

2016年度 積立 1,970,895
(平成28年度) 寄付金 225,729

支出 300,000
繰越額 7,578,948

2017年度 積立 0
(平成29年度) 寄付金 0

支出 0
繰越額 7,578,948

2018年度 積立 0
(平成30年度) 寄付金 0

支出 1,892,639
繰越額 5,686,309

5,686,309

貸　借　対　照　表
2019年3月31日　現在                                      （単位：円）

積立金合計
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科目 金　　　　　額

Ⅰ　資産の部
１．流動資産

現金預金
手許現金 1,151,802
常陽銀行 10,045,550
三菱UFJ銀行 4,332,164

未収金 4,373,460
前払費用 3,633,969
流動資産合計 23,536,945

２．固定資産
(1)有形固定資産

什器備品 0
有形固定資産計 0

固定資産合計 0
資産合計 23,536,945

Ⅱ　負債の部
１．流動負債

未払金
給与・報酬見合留保分 9,575,026
JICA筑波未精算 59,389
通勤費・交通費 19,290
社会保険料(事業主負担) 277,563
電話料3月分 12,531
立替払い精算 1,620

預り金
社会保険料 271,827

流動負債合計 10,217,246
２．固定負債

固定負債合計 0
負債合計 10,217,246
正味財産 13,319,699

財　産　目　録
2019年3月31日　現在                                      （単位：円）
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III. 2019 年度事業計画（案） 

 

「基本指針」：本年度の特定非営利活動の柱は JICAの研修コース受託であり、専門家

派遣事業については補強で調査団員の派遣がある。また、草の根技術協力については、

コスタリカの草の根事業も 5月末に終了するため、新規に、ベトナムとエルサルバド

ルで農村開発と生活改善の草の根プロジェクトを計画したい。加えてイフパット基金

を活用した自主事業として、会員が自由に案件発掘や現地調査を行う活動の補助予算

（現地活動経費）を確保する。イフパットサロンの開催やイフパットだよりの発行は

継続する。 

 

１．事業実施の方針 

この法人は下記に掲げる特定非営利活動を行う。 

（１） 国際協力の活動。 

（２） 経済活動の活性化を図る活動。 

（３） 学術の進行を図る活動。 

２．事業の実施に関する事項 

特定非営利活動にかかわる事業 

 

定款の事

業名 

事業内容 実施予

定日時 

実施予定

場所 

従事

者の

予定

人数 

受益対象

者の範囲

及び予定

人数 

支出見込

額（千円） 

国際協力

の活動 

1. 2018 年度「小規模農家向け農機具

の利用促進」コース（後半） 

2. 2019年度「農業を通じた栄養改善」

(アフリカ、A コース、英語) 

3. 2019年度「農業を通じた栄養改善」

(アフリカ、B コース、仏語) 

4. 「アフリカ地域・農業機械活用に

係る情報収集・確認調査」 

 

5. コスタリカ草の根技術協力事業 

 

6. ベトナム茨城県委託事業 

 

2019.4 

-2019.10 

 

2019.5 

-2019.5 

2019.6-

2019.6 

 

2019.3-

2019.5 

 

2019.4-2

019.5 

 

2019.4-2

020.3 

 

 

つくば市 

 

同上 

 

同上 

 

ア フ リ カ

地域 

 

コ ス タ リ

カ 

 

ベトナム 

 

 

3 

 

 

2 

 

2 

 

1 

 

 

 

4 

 

 

 

4 

 

 

研修員

10 名 

 

研修員

12 名 

 

研修員

12 名 

不特定

多数 

不特定

多数 

 

不特定

多数 

22,598 

 

 

2,345 

 

 

2,560 

 

 

5,028 

 

 

6,381 

      

 

12,000 
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≪受託見込み案件≫ 

7. 2019 年度「中南米生活改善を通じ

た農村コミュニティ開発」 

8. 2019 年度「モルジブ青年研修（農

村振興）」 

9. 2019 年度「農業機械の利用促進」

コース 

 

合       計 

 

 

 

 

 

2019.10-

2019.11 

22019.10-

2019.10 

2020.2-

2020.3 

 

 

 

 

 

つくば 

 

モルジブ 

つくば 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

1 

 

2 

 

 

 

小計 

 

 

 

研修員

12 名 

 

研修員

12 名 

研修員

12 名 

小計 

 

50,912 

 

7,000 

 

3,000 

8,000 

 

 

18,000 

68,912 

経済活動

の活性化 

 

 

 

１．ベトナム草の根案件形成調査（1

件） 

 

2.  案件発掘調査（2 件） 

 

2019.4-

2020.3 

 

2019.4-

2020.3 

 

ベトナム 

 

 

 

未定 

2 

 

 

2 

不特定

多数 

 

不特定

多数 

 

小計 

500 

 

 

200 

 

 

700 

学術振興

を図る活

動 

1. イフパットサロンの開催 

 

2. イフパットだよりの発行 

 

3. ホームページの作成更新 

2019.4-

2020.3 

 

2019.4-

2020.3 

 

2019.4-

2020.3 

 

 

つくば市 

 

つくば市 

 

同上 

5 

 

 

1 

 

 

1 

会員 

 

 

同上 

 

 

同上 

 

 

小計 

20 

 

 

30 

 

 

100 

 

 

150 

 

１． 事業の詳細 

（１） 自主事業 

ア、ベトナム草の根案件形成準備調査（1件） 

イ、イフパットだよりの発行：年３回発行 

ウ、イフパットサロンの開催：年 3回程度 

（２） JICA研修コースの受託 
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ア、2018年度集団研修「小規模農家向け農機具利用促進」コース（後半） 

＊業務総括：綿引忠 業務総括補佐：大塚寛治 桜井文海研修 

＊期間：2019年 4月から 2019年 9月まで 

イ、2019年度「農業を通じた栄養改善」（Aコース：英語圏）及び（Bコース：仏語圏） 

  ＊業務総括：小林沙羅、事務管理：積奈津子 

＊技術研修プログラム： 

（A）コース：2019年 5月 13日～2019年 5月 31日 

（B）コース：2019年 6月 3日～2019年 6月 28日 

 

ウ、2019年度地域別研修「中南米生活改善アプローチを通じた農村開発」 

＊業務総括：和田彩矢子 

＊技術研修プログラム：2019年 10月（予定）  

 

エ、2019年度モルジブ青年研修「農村振興」：2019年 10月 

＊業務総括：西村美彦 

＊技術研修プログラム：2019年 10月（予定） 

オ、2019年度集団研修「農機利用促進」コース 

＊業務総括：山口浩司 

＊研修期間：2020年 2月から 2020年 3月まで（予定） 

 

（３） JICA調査団員派遣 

ア.「アフリカ地域における本邦企業の農業機械の活用に係る情報収集・確認調査」調査団

員の派遣 

＊担当：山口浩司、派遣期間：2019年 3月～2019年 4月（2.0ヵ月） 

＊業務実施契約（補強）5,028千円 
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（４） JICA草の根技術協力事業 

ア、コスタリカ国「生活改善アプローチによる農村開発モデル事業」は 2 年次の事業を

42,502 千円の予算で多年度契約を実施中。（今年度は、6,381 千円）＊技術協力期間

全体：2016年 2月 22日～2019年 5月 3１日（最終年次の協力期間：2019年 1月 1日

～2019年 5月 31日）総括：永井和夫、現地調整員：宮崎雅之。 

イ、ベトナム「中山間地域の少数民族農村におけるアグリツーリズムを導入した生計向上

モデル事業」（2019年度プロポーザル提出予定） 

ウ、エルサルバドル「女性の生活改善と青少年のビジョン形成を通じた幸せに過ごせる地

域づくり事業」（2019年度プロポーザル提出予定） 

（５）その他の事業 

ア、ADCA若手コンサルタント育成研修： 

① 匠原監一郎 技術顧問（2019.7/11､12）「病虫害防除」 

（６）総務・人事： 

①  会員の増減なし（会員数：47名） 

 

IV.その他 

1. 理事改選方法の変更提案について 

2. 新入会員の紹介 
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IV. 2019 年度予算案 

 

科　　　　　　　目 金　　　　　　　　　　　　額 金　　　　　　　　　　　　額
Ⅰ　経常収益

１．受取会費

正会員受取会費 117,000 117,000 33名 141,000 141,000 47名

２．受取 寄付金

受取寄付金 0 0

3．事業収益

(1)国際協力研修受託事業 46,050,142 45,503,000

(2)国際協力専門家派遣事業 0 5,028,000

(3)草の根事業・県委託事業 16,269,120 18,381,000
草の根コスタリカ：6,381千円、県委託

事業：12,000千円

(4)講師派遣 265,697 300,000

(5)自主事業 62,584,959 69,212,000

４．その他収益

受取利息 361 300

雑収入 361 300
経常収益計 62,702,320 69,353,300

Ⅱ　経常費用

１．事業費

(1)人件費

給与手当 30,240,848 30,000,000

法定福利費 4,954,447 3,100,000

人件費計 35,195,295 33,100,000

(2)その他の経費

講師謝金 7,075,951 7,500,000

旅費交通費 11,705,221 12,500,000

研修諸経費 1,426,901 1,650,000

業務委託費 0 0

現地調査費 341,643 700,000
ベトナム草の根自主事業他、
（案件発掘調査）

海外活動費 2,146,656 2,500,000 コスタリカ草の根、県委託

国内活動費 1,243,801 1,500,000 コスタリカ草の根、県委託

設備・機材費 86,527 100,000

消耗品費 34,283 30,000

備品費 0 0

通信運搬費 66,338 30,000

支払手数料 73,102 70,000

保険料 384,680 400,000

租税公課 44,000 50,000

会議費 97,181 100,000

研修料 143,320 50,000

雑費 39,172 30,000

為替差損 0 150,000

その他の経費計 24,908,776 27,360,000

事業費計 60,104,071 60,460,000

２．管理費

(1)人件費（給与）

人件費 2,445,000 1,200,000
法定福利費 379,012 200,000
通勤費 228,480 230,000
人件費計 3,052,492 1,630,000

(2)その他の経費　

消耗品費 110,785 120,000

備品費 32,335 30,000

水道光熱費 124,828 120,000
通信運搬費 239,911 240,000
支払手数料 114,156 80,000

賃貸家賃 738,240 740,000

保険料 12,700 0

租税公課 2,050 3,000

会議費 1,482 2,000

書籍代 0 0

研修料 2,000 0

福利厚生費 83,574 100,000

雑費 19,428 20,000

広報費 53,100 60,000

旅費交通費 71,110 20,000

消費税 3,960,000 4,000,000

法人税 263,900 70,000

その他経費計 5,829,599 5,605,000

管理費計 8,882,091 7,235,000

経常費用計 68,986,162 67,695,000

　　　当期正味財産増減額　　 -6,283,842 1,658,300

　　　前期繰越正味財産額 19,603,541 19,603,541

　　　次期繰越正味財産額 13,319,699 21,261,841

2019年度・活　動　計　算　書・実　績　計　画　対　比　表
2019年4月1日から2020年3月31日まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

2018年度実績 2019年度計画


